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1 序 説
OfHumanBonaageを 書 くに 至 っ た サ マ セ ッ ト
5ummingUp51章に 記 され て い る 。
・モ ー ム の 心 境 は τ肋
When,havingachievedsuccessasadramatist,Ideterminedto
devotetherestofmylifetoplay-writingIreckonedwithoutmy
host.Iwashappy,Iwasprosperous,Iwasbusy,myheadwasfulI
ofplaysthatIwahtedtowrite;Idonotknowwhetheritwas
thatsuccessdidnotbringmeallIhadexpectedorwhetherit
was ,anaturalreactionfromsuccess:Iwasbutj睡stfirmly
establishedasapopularplaywrightwhenIbegantobeobsessed
bytheteemingmemoriesofmypastlife.Thelossofmymother
andthenthebreak-upofmyhome,thewre七chednessofmyfirst
yearsatschoolforwhichmyFrenchchildhoodhadsoill-prepared
meandwhichmystammeringmadesodifficult,thedelightof
thoseeasy,monotonousandexcitingdaysinHeidelberg,whenI
firstenteredupontheintellectuallife,theirksomenessofmyfew
yearsatthehospitalandthethrillofLondon;itallcameback
tomesopressingly,inmysleep,onmywalks,whenIwas
rehearsingplays,whenIwasataparty,itbecamesuchaburden
tomethatImadeupmymindthatIcouldonlyregainmypeace
bywritingitalldownintheformofanovel.Iknewitwouldbe
alongoneandIwantedtobeundisturbed,soIrefusedthe
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contractsmanagerswereanxioustogivemeandtemporarily
(1)
retiredfromthestage.
この一書 を 著す ことに よって,心 理 的なcatharsis(浄化)を 果 した とモ
ーム 自身 も語 っている。23才のモ 一ームは,ス ペ イ ンの セ ビ リアに お もむ き,
一 つの 自伝的小説に と りかか った。そ してそ の著作にTheArtisticTemψera-
mentofStePhenCareyとい う題 をつけ,出 版者FisherUnwinに送 ったが
Unwinは100ポン ド支払 うことを拒 んで,発 行 の運びに至 らなか った。 しか
しそれは モ ームに結果的には幸 い した。それは彼が,よ り円熟 さを加え,よ
り客観的に省察す る時間を持つ ことがで きたか らであ る。推敲 を重ねて,つ
いにOfHumanB・naageを完成 したのであ る。 は じめ旧約 のイザ ヤ書か ら
取 ってBeαutyfromAshesとい う題名をつけたが,同 名の書のあ ることを知
り,SpinozaのEthicaのあ る篇 の題 を取 りOfHumanBondageと名づ け
たのである。Spinozaによる と,万 物は必然的 な法則に文配 されていて,こ
の法 則に さか らって我意 を通そ うと して も無駄 である。そ の必然的な法 則を
認識 し,そ れに従 って行 けば,心 の平静が得 られる。 しか し人間は さまざ ま
な情 念の と りこな り,こ の必然 に向って悪あが きをす る。 この情念を断ち切
って必然的法則に従 うことに よって,は じめて 自己の主人公 とな り得 る。 モ
ームめ この小説 は ,主 人公が この情念の絆 に次 々と しば られ て傷ついて行 く
が,結 局 この絆か ら脱却 して,自 由を克ち とって行 く物語で,ま さにSpinoza
の哲学に一致 していると言え る。
こ の 作 品 は,出 版 当 時 さ して 世 間 の 注 目を 惹 か な か っ た が,1919年画 家 ゴ
ー ギ ャ'ンを モ デ ル に したTheMoonanaSixPenceカミ洛 陽 の 紙 面 を 高 め た こ
と か ら,'非常 に 注 目 され る と こ ろ とな り,モ ー ム の 最 高 傑 作,20世 紀 英 文 学
の 名 作 の 評 価 を 得 て い る。OfHUmanB・naageは`artiStnOvel',`anOvel
ofadolescence',ある い はbildungsroman(教養 小 説)の レ ッ テ ル が は られ
て きた 。 二 十 世 紀 の 初 期 の 頃,ヨ ー ロ ッパ 文 学 に,自 伝 風 の 小 説 が あ らわ れ
(1)W.Somerse七Maugham:TheSummingUP,pp.186-187.
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て い る 。VVilhelmMeisteTやHisEnglishKinsmenな ど の 場 合,批 評 家
SusanneHoweは`novelofapprenticeship'と 名 づ け て い る 。 修 業 小 説
と も い うべ き も の で あ る が,Philipと い う主 人 公 は 芸 術 家 と し て 人 生 を た ど
る わ け で は な い の で,正 確 に は モ ー ム 自身 に つ い て の 描 写 と は 言 え な い 。
ま たSonsan4LoversのPaulMorel,SinisterStreetのMichaelFane,A
.PortTait()ftheAertistasaYoungManのStephenDedalusなど と は 違 っ
て,Philipは,月 並 な 人 生 を 択 ぶ の で あ る 。 そ の 意 味 で,20世 紀 初 頭 の 自伝
く　ラ
小 説 と こ の 作 は 違 っ て い る と 言 え る。
SamuelButlerのTheWayofAllFleshは1903年に 出 て い る が,こ の 小
説 がArnoldBennetのClayhanger,D.H.LawrenceのSonsandLovers,そ
してOfHumanBondageに 影 響 を あ た え た こ と は 十 分 に うか が え る。 批 評
家 が しば しば 認 め る よ うに,Butlerの作 品 と モ ー ム のOfHumanBonaage
と の 間 に は,著 る しい 類 似 点 が あ る。heredityとenvironmentのも つ 強 い
影 響 力 を 強 張 して い る 。 又 二 人 の 作 家 と も主 人 公 が 意 志 の 力 で そ れ らを 克 服
して 行 く姿 を 描 こ う と 試 み て い る。 家 庭,学 校,宗 教,階 級,因 習 の 拘 束 に
攻 撃 の 矢 を 向 け て い る。 更 に 金 とそ れ に と もな う力 に 対 して,同 様 に 関 心 を
持 つ 。 そ れ らの 傾 向 は フ ラ ン ス 自然 主 義 派 の 影 響 で,そ れ らの 最 強 の 結 合 点
くわ
は リア リズ ム で あ る 。
OfHumanBondageはTheWaアofAllFlesh,Siniste7Street,Clayhanger
の よ うな 英 国 自伝 小 説 の 一 般 的 な 型 を 踏 襲 して い る とは 言 え,ま っ た く素 朴
で あ る 点 で,そ れ らの 作 品 と異 る 。 主 人 公 は 弁 護 され ず,必 要 以 上 に 説 明 も
され ず 描 か れ て い る。Phi1ipの欠 点 を 隠 す よ うな 努 力 は な さ れ て い な い 。 例
え ば,彼 の 人 普 以 上 の 過 敏 さ,自 己 憐 欄,自 己 中 心 主 義,頑 迷 さ,冷 淡 さ,気
ど りな どで あ る。Philipを理 想 化 しな い よ うに き め て か か っ て い る よ うに 思
わ れ る 。モ ー ム は36才で こ の 作 品 を 書 き は じめ た 時,少 年 時 代 の,青 年 時 代 の
(2)R.LorinCalder:W.SomersetMau8hamα嘱theQuestforFreeacm,
London,Heinenlann,1972,P.83.
(3)RLorinCalder:op.cit,P.88.
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自分 の記憶にあ る 自身 の姿を考 えていたか らで あろ う。勿論事実 とフ ィクシ
ョンの間に相違 のあ ることは しば しば気のつ くことであ るが,作 品全体の構
成上 さ した る問題 とはな り得ない。Mrs・Maugham(母)はパ リで1882年死
んでい るが,Mrs.Careyは1885年ロソ ドソで死んでい る。 この両親 の死 後
Philipを世話 し親権者 とな る牧師 の叔 父夫婦はBlackstable(Whitstable)
に住 んでいる。1(ing'sSchoolの所在地CanterburyはTercanburyと変 っ
ている。 ハ イデルベル ヒに おけ るPhilipの心楽 しい一年間の物語は,ほ と
ん ど完全 な 自叙伝 といえる。 ライン河の流域 を見下 して,そ の美 しさに打た
れ,芸 術が人間の魂 に与 え得 る ものを,ひ しひ しと感 じたのであ る。 ハイデ
ルベル ヒか ら ドイツ国内を経て,イ タ リーへ のは じめ ての旅行 を し,変 化に
富む旅 の喜びを知 った。生気澄刺 と した市立劇場 で,1890年代 の初期革命的
芝居には じめてふれた のであ る。知的 な,血 気温 れ る議論好 きの仲間たち を
持ち,そ して彼 らを 通 じて,彼 の宗教,真 理,論 理に対す る今 までの 考 え
が,試 練 を うけ る ことにな る。 大学 ではKunoFischerのシ ョ 一ーペ ンハ ウ
エ ル に つ い ての 名 講 義 を聴 き,は じめ てのぞ く哲学 の世界に異常 な魅 力を覚
える。KunoFischerの講義に刺戟 された モームはヘ ーゲ』ル,ホ ッブス,カ
ン ト,ス ピノザ,プ ラ トンとい う風 に多 くの哲学書 を愛読す る よ うになる。
1892年モームは ドイ ツか ら帰 って くるが,職 業に関 しては心 が きま らぬ。
叔 父の承認を得て,特許会計士 となるための短い修業 の期間 を経験 している。
彼はPhilipよりは,は るかに早 く,1882年医学校 に入学す る。St・Thomas
(St・Luke)病院 付属医学校 の最初 の2年 間 は,広 く読 書に耽 り,後 日作家
と して立つ 日に備 えて,小 説や戯 曲の構想 を ノー トに書 き込 んで暮 した。5
年間で医学校 の課程 を首尾 よ く終 り,23才の若 さで医師 の資格 を与 え られた
のである。
そ の他彼 の伝 記 と小説 との違 いは,随 所 に発見 され る。 例えば,こ の作 品
の中で大 きな 位置 を占めるMildredとの 恋愛事件 の よ うな事実は 経験 して
いな い し,・ミリーで絵 の修業 を した ことな どは全 くのフ ィクシ ョンである。
しか し,病 院での仕事,外 来患者部 における活躍は,実 際の経験 を らつ した
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ものである。 彼は医者の資格を得 てか らも,ほ とん ど20年経つ まで結婚 しな
か った。 彼は,無 邪気 な,教 育のないSallyのような娘 と結婚 した のではな
く,有 名な医者 で社会事業家の娘で再婚のGwendolenSyrieBarnardoと
結婚 してい る。(1915年)
自己の内的生 活の発展 を作中主人公Philipのそれに託 して叙述 し,主 人
公 の人格,人 生観が環境 の影響や種 々の経験 を通 して形成 され る道程を,内
面的発展を追 って述べ て行 くのであ る。人間 の束縛 か ら精神 の解放,自 由へ
の解脱 を辿 るものである。Philipの最後に到達す る人生観 が,人 生 に意義 な
しとす るニ ヒ リステ ィクな達観であ り,理 想主義 を欠 き,意 気沮喪 させ ると
か,不 健全,病 的 とかい う批評 も無 いでは ない。 しか しPhilipがそ の悟 り
に達す る道程 において,経 済的な問題,人 間関係 の複雑 な経験 な ど,さ まざ
まな人間の裡楷 を味わい,そ の都度不安 と困惑を感 じつつ もそれを征服 して
精神 の 自由を護得す る姿 を一連 の流れ と してみ て行 くと,そ れは決 してニ ヒ
リステ ィクな人生観 と言えない ことが解 って くる。Mildredとの関係 も一つ
のhumanbondageに違 いない。 それ故彼女か ら解放 され る所 で 終に した
方 が,作 品 と して より芸術 だ と言われてい るけれ ど,彼 を知的,情 的な束縛
か ら開放 して くれ て,人 生に対 して,寛 大 と,勇 気 とユーモアを もって直面
させ る哲学 をPhilipが探究す る姿 をテーマと してい ることを考 えると,こ
の小説 の クライマ ックスであ り,近 代小説の最 も感動的場 面であ る106章の
大英博物館 内に おけ る悟 りの描写が あって,は じめのhumanbondageから
解脱す るPhilipの人 間像が浮 き彫 りに されて くるのではあ るまいか。 そ し
て読者 もPhilipの歓 喜を肯定せ ざるを得 な くな る。
OfHwmanBonaage出版 当時のTheTimesの文芸付録 の 書評はかんば
しい ものではなか った。 も し作 家,批 評家 と してインテ リ層 に権威 を持 って
いたTheodoreDreiserがNeωRePub(ic誌上で説得 力のある賛美の言葉 を
のせ なか った ら,傑 作 と して受入れ られ るまでに相当の時間を要 したのであ
ろ うと想像 され る。 モ ーム 自身友人のGarsonKaninに向って,彼 が大 の
恩人であ る ことを述懐 している。
(6) 人 文 研 究 鎗47輯
"Quite!TheodoreDreiserwhohelpedmybook(OfHuman
Bon4a8e)enormously.Hewroteaboutitand_talkedaboutit
endlessly,withgreatenthusiasm.Hewas,rmtold,inastrong_
positionatthetimeandhiswordshadweight.rvealwaysthought
itsadthatInevercouldbringmyselftofinishasingleoneofhis
works.Itmakesme_seemaningrate,butI'vealwaysfeltgreatly
(4)
...indebtedtohim."
この作品を他のモ ームの小説 との対比 において考えてみ る時,二 つの特徴
をあげ る ことがで きる。一つ は,Hemingwayの文体に見 られ るよ うに,修
飾語句を極度 にお さえて,事 実を述べ る とい う手法で,い ささか 単調の感す
ら与 え られ る。 しか し簡潔 と明確 さを文章作法上の信条 と した モームの一面
が あ らわれていて,徒 らに誇張 して形容詞 を重ね てい く文章 よ りは感動 を持
た され る点は疑 うことがで きない。 も う一一つは ス トー リー ・テ ラーに徹す る
サ ー ビス精神が,こ の作品には見 られ ない ことがあ る。面 白い話 を聞 きたが
るのは,財 産 を持ちたが ると同様に,人 間の最 も根強い本能の一 つである と
考 えていたので あるが,OfHumanBonaageの場 合は,そ れが な くて,ひ
たす ら誠実に 自己描写を 心がけた といえ る。OfHumanBondageはモ ーム
作品の頂点とされているが,モ ーム自身の内面的追究 も,こ の時期が頂点で
あ つた と言ってまちがいなか ろ う。
皿 構 成
こ の 小 説 の 最 初 の21章 は 少 年 時 代 の 回 顧 で,少 年 の 澄 ん だ 眼 で 見 た 人 物 の
叙 述 は 鮮 明 で あ る。 前 章 の 終 りで ふ れ た 如 く,文 章 は 形 容 詞 を ほ と ん ど使 わ
ず,簡 素 明 晰 で,印 象 深 い 文 体 で あ る 。 彼 の 範 と したJonathanSwiftあた
りの 文 章 を 実 現 した も の と言 え る。1885年1月 の 夜 明,幼 いPhiliPCarey
は 母 親 の 臨 終 の 床 に 連 れ て 行 か れ,そ れ か ら一 週 間 後 にBlackstableで牧
(4)GarsollKanin:RemembevingMr.Mau8ham,NewYork,Atheneum,1966,
p.170.
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師を している,頑 迷 固随で,利 己主義で,鈍 感な叔 父にひ きと られ る。生前
Philipの母親 とは折 り合いが悪か った。PhiliPの父は大 きな病 院を経営 して
いたが,六 ヵ月前敗血症 で死亡,Philipに2,000ポン ドそ こそ この金 しか残
していない。叔父の妻Louisaは,叔父のつれな さとは反対 に,Philipに愛
情 を持ち,Philipも親 しさを覚えて行 く。9才 でPhilipはTercanburyの
Kin9'sSchoolに入学す るがclub-fgot(モームの吃音の置換)と い う障害
のため,劣 等感 に さいなまれ,自 意識 の強 い内向性の少年 に育 って行 く。 あ
る 日,彼 は 「信仰 は山を も動かす」 とい う言葉 を知 り,神 に祈 る ことに よっ
て 自分の不具 を直そ うとす るが,彼 の熱心 な祈 りに も拘 らず,不 具の足の少
しもよくな らないのを見 て,信 仰心を棄 てて しま う。叔 父は聖職者の常識的
観念か らは程遠 く,自 分の安楽 しか考 えないエ ゴイス トで,自 分の面子を常
に考 える俗物である。King'sSchoolの新校長TomPerkinsは情熱的で,
Philipはこの校長 の 感化 で 将来教授に なろ うと決心 をす るが,在 学6年 間
に,学 校 をに くみ,自 由を求め る気持が強 くな り,聖 職につ くべ くオクス フ
ォー ドに進学す ることを断念す る気持 を校 長に伝える。 当然牧師の叔父の反
対を うけ るが,PhiliPはこの学校 を退学,ハ イデルベル ビに行 き,高 校 教師
宅に下宿,自 由な新生活がは じまる。
ハ イデルベル ヒで彼に フランス語 の家庭教師 となった フランス人は,か つ
て イタ リアでGaribaldiとともに 自由のため戦 った 闘士であ ったが,今 は落
魂 した老人にな ってい る。数学 はWhartonとい うイギ リス人か ら学ぶ こと
にな った。彼は ケンブ リッジの出身であ るが,ひ どい貧乏暮 しで,ド イ ツの
大学生活 を称揚 し,因習に と らわれ ている英国人をけ なす のであ った。Philip
は,数 学 より,い ろいろと人生 に つ いて 多 くの ことを 学ぶのであ る。 また
Erlin先生か ら ドイ ッ語の レッス ンを うけているが,時 あたか もゲーテが絶
頂に達 した頃で,Erlin先生 もゲ ーテを激賞す る。 同 じ下宿にHaywardと
い うケンブ リッジ 出身 の 男がや って来て,Philipは彼か ら文学論 を 聞か さ
れて感化 を うけ る。 同 じ下宿人 のWeeksは ア メ リカ人で神学 の勉強を して
い るが,HaYwardに批判的でPhilipを怒 らせ る。HaywardとWeeksの
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議論を聞いている うちに心の中に大 きな変化が起 る。Philipには,宗 教が討
論 の 対象にな と得 るな どは 夢想だに しなか った ことで あった。 なぜ 人間は
神 を 信 じな ければ な らないのか と反 問す る よ うに な る。 冬が来て 劇場 では
IbsenやSudermannが上演 され ていて,初 めて芝居に接す るPhilipは感
激す る。Philipは大学でKunoFischerのシ ョーペ ンハ ウエルに ついての
名講義 を聴 き,は じめて哲学 の世界へ の魅力を覚 え る。そ の うち叔母のすす
め もあ って帰 国 して将来の方針 を決 める ことにす る。
32章において叔 父夫婦 との 再会が語 られ る。 ここで最初 のPhilipの女性
とな るMissWilkinsonに紹介 され る。 年 は30才 を越 していて,は じめ年
少のPhilipは好 きに なれ ないが,い つ しか 好感 を持つ よ うに な る。 色 々
Philipの好奇心をそそる よ うな話をす る。Philipは接 吻のチ ャソスを うかが
ってい るが,そ の時が来 て,彼 は得意になる。 この恋を美化 してHayward
へ長い手紙な どを書 くのであ るが,Haywardから初恋 を祝 してRomeoand
∫協 θ'を読んで も らいたい とい う手紙が届 き,現 実が余 りに も理想 と違 うこ
とに胸の痛みを覚 える。やが てPhilipはロン ドンに行 き,MessrsHerbert
Carter&Co・とい う計理 事務所につ とあ る ことにな る。 その仕事の全 く自
分に不 向なのを知 って一年後辞職す る。彼は絵 を習いにパ リに行 きたい と叔
父に 申 し出るが叔父は反対す る。 しか し叔母は結婚 の時 の持参金の残 り100
ポ ン ドを彼に与 え,パ リ行が実現す る。40章か ら51章までは,2年 間にわた
るPhilipのパ リ生活が 語 られて 行 く。 安料理店 のGravier亭で さまざ ま
な芸術家 と知 りあい,人 生につ いての認識 を深 め る。 この仲間で特に重要 な
人物で後にPhiliPに人生 の意義を悟 らせ る伏線的な人物 の詩人Cronshaw,
画家Lawsonが現 われる。Philipが人生の意味 をた だす とク リ=二 博物館に
い ってペ ルシ ャ絨毯 を眺め,自 分でその意味を発見せ よと謎 めいた ことを 口
走 る。 ドイ ツ時代のHaywardがやって くるが,以 前ほ どの感銘 は与え られ
ない。FannyPriceとい うイギ リス娘が登場す る。熱心であ るが,全 然画才
がない。Philipに好意を寄せ ていたが,先 生か ら絵を続け て も無駄だか ら,
家政婦か ドレス メイカーにで もな った方が よい と言われ,一 文無 しにな って
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絡死 して果 て る。Philipの絵の モデルに な った スペ イソ人で 作家 志望 の
MiguelAjuriaがいるが,彼 の書いた ものの陳腐 さに駕 ぎ,Priceのことも
考えあわせ,才 能 のない芸術 家の空 しさをいや とい うほ ど知 らされ る。
Philip自身絵画に対する 自信 を喪失,絵 の先生 のFoinetに会 って修業 を続
け る価値 の有無をたず ね る。Foinetは,手の器用 さはあるが,才 能はない,
勤勉 とあた まだけでは結局凡庸 の画家に しかなれ ない と言われ る。 そ うこ う
す る うちに,伯 母 の急死を知 らせ る手紙 を受取 り,Blackstableに戻 り,パ
リ生活は終 りを告げ る。 画家志望 を断念 したPhilipと叔父 との間に,将 来
の職業 につい て議論 が戦わ され るが,叔 父 も,お 前 のお父 さんの職業 の医者
にな るのが 最 も適当で あ ると言 うし,Philip自身 もそ う思 うよ うにな る。
それか ら二,三 ヵ月のひ まに,Hobbes,Spinoza,Humeなどを読み,個 人
と社会 の問題を考え る。 しか し人生 の意義 につ いての疑問は未解決 の ままで
ある。Cronshawの言 ったペルシ ャ絨毯 の謎 を考 えてみ るが分 うない。
PhiliPは'1,600ポン ドの金 と不具 の身をひ っさげ て,三 度 目の人生の門出に
と ロン ドンに 向け出発す る。
54章か らPhilipの医学生 と しての ロン ドソ生活が 語 られ て 行 く。 彼は
Dunsfordとい う同級生 と親 しくな り,こ の友人が好意 をもってい る女 のい
る喫茶店 につれ て行かれ る。見 るか らに貧血 症で,肉 体的に も魅力が な く,
教養 もない,そ の くせ高慢な態度の女Mildredと出会 う。 しか しいつ しか
Philipはこの女性Mildredに恋 してい る 自分 を発見す る。 しか しMildred
の方はMillerとい う ドイ ツ人 と親 しく し,い っこ うPhilipに関心 を示 さ
ミ
ない。PhiliPの焦燥感はつのる一方で ある。Mildredの上 品ぶ った浅薄 さを
意識 しなが らも,彼 女 に惹かれて行 く自分をいかん とも しがた い。 この よ う
に して,こb!)小説 の 大 きなテーマと言 えるhumanbondageの関係が
PhiliPと〕Mildredとの間に展 開 され て行 く。 彼は彼女に恋い焦れ,そ の く
せ 彼女 を軽蔑 してい る。 そ うい う自分をPhilipは自嘲 している。 結局彼女
に結婚の申込み を し,無 理算段 して贈物を し,そ の意を迎え ようとす るが,
承諾 しない。 そ の うちMillerと結婚す る ことを知 らされ,体 か ら力がぬけ
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て行 くのを感 じるが,思 いなお して20ポン ドの大金を払い贈物 をす る。 この
あ とPhilipはHaywardとLawsonに出逢 い,そ の後のパ リの話 を聞き,
Cronshawの肺病が重態 とな り,半 年 ももつ まい とい うこと,Cronshawか
らPhilipに託 されたペルシ ャ絨毯 の ことを知 らされる。 またLawsonを通
じて第3の 女性Mrs。NorahNesbitと関係 を持つにいた る。 この女性 は夫
と別居 し,三 文小説 を 書いて 自活 してい る陽気で 楽天的 な 性質 のいい 女性
で,母 性的な愛情 でPhilipを愛 したが,Mildredが再 び姿 を現わ したため
に,Philipに捨 て られ る。Mildredはあ る 日突然 彼の下宿 をたずね,Miller
には妻 も子 もあ り,そ のMillerに捨て られ,出 産 をあ と三 月後にひかえ身
重にな っている と告げ る。Philipは卒業 まで 学資が 続 くか ど うか心 細 い状
態の くせ に,彼 女に金を与 え,お 産の宿の心 配 まで してや る。 彼女は女 の子
を分娩す る。彼女が ロン ドンに帰 ってか ら,学 友 のGriffithsとともに夕食
に 招待す る。MildredはGriffithsを恋 して しまって 自分では ど うす る こ
ともで きない 気持だ とい う。 三 日後に 迫 ったパ リ行 の 話 を して いる うちに
Griffithsと逢 引 き した ことが分 る。PhiliPは彼女の困 った時ずいぶん犠牲
を払 った ことを ズケズケ言 うが,彼 女 の方 も彼を 好 きに な った ことは 一度
もない な どとい う言葉 まで飛 出 し,結 局 けんか 別れ とな って しま う。 所 が
翌 日下宿にMildredが訪ね て くる。 土曜 のパ リ行 きについて 行 って もよい
と言 う。 結局Philipは彼女がGriffithsに対す る激 しい恋 に 身 もだえ して
いるのを見 て,金 を出 してや るか ら二人で週末 どこかへ行 って くるがいい と
すすめ る。 彼のGriffithsを憎む気持 はあって も,Mildredに対 しては,心
を引き裂 く欲望 しか 感 じない。Griffithsの手紙 で彼女が オ クスフォー ドか
らロン ドンに もどっている ことを知 り,彼 女 を訪ね るが,荷 物一切 を運びだ
して,姿 を消 している。 その 自分のみ じめ さか ら逃れ るために,急 に思い立
ってBlackstableの叔 父の 家へ帰 る。 性本能 とい う抑 え難 い 欲情 の ことを
考えた りす る。Mildredから逃れ るために下宿 を移 し,Norahと過 した時
の ことや,彼 女に対す るひ どい仕打ち を考 えて,思 い切 って彼女を訪 問 して
み る。PhilipはNorahから雑誌編集者のMr・Kingsfordを紹介 され,婚
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約 した ことを告げ られ る。Philipは彼女の幸福を祈って彼女の もとを辞す る
が,自 分が神 々の慰み物にな った ことを反省 し,自 分の愚か さを 自嘲す る。
パ リ1に行 ったLawsonか らCronshawがロン ドンに帰 った ことを知 り,早
速訪ねてみ ると痩せ細 ったCronshawがアブサ ンを飲 んで病床に陣吟 してい
る。 見かね て早速 自分の下宿 に引取 る。 ある 日病院か ら帰 ると,Cronshaw
はベ ッ ドで死亡 して お り,そ の死体 を見て,人 生 の無意味 さをいや とい うほ
ど知 らされる。PhiliPは隣室 に横 たわるCronshawの死体 と不気味 な沈黙
に圧迫 され,書 物を読 も うと したが読めない。翌 日批評家のUpjohnとささ
やかな葬儀をす ませ る。 それか ら数週間後UPjohnのCronshawの詩や生
涯 を扱 った評論が発表 され,か な りの評判 となる。 こ こで もPhilipはいい
知 れぬ虚脱感に さいな まれ る。
春 になって,PhiliPは外科助手か ら,入 院患者 の担 当 となる。 その患者 の
一人 でThorPeAthelnyとい う48才の男 と親 しくなる。職業は ジ ャーナ リス
トとい うが,新 聞に広告文 を書 くのが仕事 らしい。11年もスペ インにいた と
いい,原 語で読むDonQuixoteやCalderonのすば ら しさを語 る 彼の言葉
くの
に魅せ られ る。 彼 との親 しさが急速に増 して行 く。退院後,彼 の家 に招待 さ
れ る。そ してEIGrecoの絵 の写真 を見せ られ る。 今は じめて見 るそ の画か
ら感銘 を うけ,こ れ こそ魂 の画家だ と思 う。Athelnyはスペ インの神秘的 な
作家 の ことを話 を して くれたが,そ れ らはElGrecoの絵 と通ず るものがあ
る ようだ。今見 るEIGrecoには彼が求め てきた リア リズ ムよ りももっ とよ
い ものがあ る ような気が して くる。事実が よ り鮮 明な光を当て られ て変容 し
　らコ
て い る,そ うい った リア リズ ム で あ る 。Philipは人 生 の 意 義 に 対 す る 解 答
の よ うな もの が 暗 示 され て い る よ うに 感 ず る 。
PhiliPがAthelny一家 と 知 合 っ て6週 間 ほ ど経 っ た あ る 日曜 の 夜,
PiccadillyCircusでMildredの姿 を 見 つ け て ハ ッ とす る。 そ の あ と を つ け
て み る と,通 行 人 に 秋 波 を 送 る売 笑 婦 に な っ て い る こ とが わ か る 。 彼 は 愕 然
(5)スペ イ ン芸術 につい てはDonFemandoに詳細 に述べ られて い る。拙稿
「ドン ・フエ ルナ ン ドの教 え るもの」(人文研究 第26輯所載)参 照.
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とす る。 は じめは嘘 をついていたが,や がて泣 きなが ら窮状 を話す。養 育費
を払 えないので赤ん坊 と同居 している こと,ほ ん と うは外 出 も出来ぬ位健康
をそ こね てい る ことを語 る。彼は彼女 と子供 を 自分 の下宿に引 とる。 もはや
Mildredに愛情 は感 じていないのだが,世 帯持ち の ような奇妙 な同居生活 が
始 まる。 株取 り引 き人 のMacalisterの肝 い りで も うけた30ポン ドの金で,
PhilipはMildredをつれ てブラィ トンにゆ くが ,は じめ感謝 していた彼女
は,馴 れ るにつれて,例 の横暴ぶ りを発揮 し,ま ともな職 を探 そ うとも しな
い。2月 のある晩PhilipはLawsonの誕生 日のパーテ ィか ら帰 って くる。
彼女はPhiliPに露骨 に迫 る。PhiliPは「君 は大嫌 いだ」 と言 うと,彼 女 も
態度 を変えs悪 罵の限 りを投げつけ,つ いに 「ちんば」 とい う最後の言葉 を
は き出す ように言 う。翌 日,仕 事を終えて下宿に帰 ってみ ると,部 屋 中 うち
こわ された ものの残骸 である。 彼は絶望感に おそ われ る。
当時 ボア戦争が進行 中で,Macaliste切こすすめ られ株 を買 うが,こ れが完
全な見込 み違 い とな り,手 元に7ポ ン ドしか残 らぬみ じめ な姿 になる。彼は
職を求めて ロン ドンを彷裡 し,最 後にAthelnyの家に身を 寄せ る ことにな
る。ある 日通 りで,Lawsonからボ ア戦争に 出征 したHaywardが,腸チブス
で戦没 した ことを知 らされ,]く とともに,人 生無 常の感に堪 えず,British
Museumに入 って,人 気を さけ,古 代ギ リシ ャの墓碑 を見て 思いに耽 る。
将来大成す るだ ろ うとの期待 も空 しく,無 為 の生を続 けて遂 に死 んで しまっ
たHayward,またCronshawの同 じく空 しい一生 を思 って,人 生 とは何ぞ
や と考 え込む。す ると突然Cronshawがペルシ ャ絨毯 に秘 めた 謎が解けて く
る。 ペルシ ャ絨毯 を織 る職人の意図が,そ の審美眠を満足 させ る ことにあ る
とす れば,それ と同様 に,意 味 のない人 生は,各 人が好む絵模様 で織 りな して
行けば よい。Philipは幸福にな りた い とい う欲求を捨て ると,こ れで最後の
妄想を捨 てる ことに なると思 った。彼 は楽 しくな って きた。何か の理想 とか
欲望に と りこになっている状態,そ れがhumanbondageである。人間の真
の幸福,安 らぎはその絆 か ら解放 された時には じめて生れ る。TheSumming
UPは この作品か ら23年後,モ ーム64才の時の作品であるが,同 じ人生論が
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開陳 され てい ることを考 えてみ ると,こ のPhilipの到達 した境地が修正 さ
れ ない ままで持ち続け られ て行 った ことが推測 され る。
叔父の病気の通知 を うけ てBlackstableに戻 ってみ ると,牧 師であ りなが
ら,叔 父は死 を怖れ,生 に執着す る浅 ま しい姿にな っている。 ロソ ドソに帰
って も,叔 父の死 を知 らせ る電報 の夢ば か りみて いる。Mrs・Athelnyの次
か ら次え と子供を産み,絶 えず生活 の苦労に疲れ果 ててい る姿を見 て,何 百
万人 の人 間が 同 じように苦 労の連続にあえ ぎ一生 を空 しく送 ってい ることに
憤す ら覚 える。 しか し人生無意味に徹す れば怖 くはない と思 うと一種不思議
な 自信が湧 いて くるのを感ず る よ うにな る。 あ る晩Mildredからの手紙 を
うけ とる。非常に固 っているので是 非会 って欲 しい とい う。 あの女 の顔 など
見 るの も嫌だ と思 うが,捨 てて もおけず,彼 女を訪ね る。 彼は,子 供 を失 っ
たMildredが性病 におか され,死 の恐怖 に おののき,一 人ぽ っちに しな い
で くれ と懇願 す るあわれ な姿に遭遇す る。 彼の処方 した薬 が効を奏 し,彼 女
は元気に なる。健康 を取戻 した彼女は再 びけばけば しい化粧 を して媚 を売 り
は じめ る。彼はお前 の していることは犯罪 だ とた しなめ るが,男 なんて どう
なろ うと私の知 った ことか と悪態 をついて去 って しま う。 これが最後で,そ
の後彼女の姿 を見 る ことが なか った。
病気の叔父はつ いに昇天,株 で500ポン ド,そ れ に預金,家 具類 とかな り
の遺産を手に入れ る。2年 ぶ りにPhiliPは医学校 に復学す る。Athelny一
家は彼の運が 好転 した ことを 喜 ぶ。Athelnyから毎年一家揃 って 出かけ る
Kent州のホ ップ畑へ来ないか と誘 いを うけ る。 彼 はある病院か ら共 同経営
の話 を持 ち こまれ るが,自 分 にはスペ イン∫東洋そ の他未知 の国を旅 し,人
生について新 しい ものをつかみたい とい う夢が あるか らと辞退す る。Philip
はAthelny夫人 の故郷Ferneにや って くる。PhiliPは子供 たちの人気者
にな る。 彼は この 自然の中で,そ の背景にふ さわ しい服装 の姉娘Sallyに新
しい美 しさを発見 した り,彼 女 の幼い弟たち と水浴びを した りな ど して,牧
歌的世界 を楽 しむのであ った。 ある晩,買 物 に出かけた二人は別れ ぎわに接
吻す るが,Philipは彼 女の心臓の ときめ きを感 じ,つ いに二人は結ぼれ る。
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翌 日自責 の念を感 じつつ彼女に会 うと,彼 女 の様子 には少 しも変った所が な
い。彼女は,Philipが貧困で彼女の家に転 が りこんできた時に,彼 に好意 を
持 ちは じめた ことを明かす。子供がで きた らしい と聞か され て,結 婚 の意志
をかため る。 スペイ ソも南海 の島 々も,今 は何 だ。考 えてみ ると 自分 は書物
や他人の言葉か ら吹 きこまれた理想ばか り追究 していて,自 分の意欲 に従 っ
て行動 しなか った。 いわば未来のみを夢み て,肝 心 の現在 はいつ も指 の間か
らこぼれ落 ちていたのだ。無数 の,無 意味 な人生 の事実か ら,複 雑 な美 しい
意匠を織 り上げ ようとい う自分 の願い も,人 間が生れ,働 き,結 婚 し,子 供
を持ち,死 ぬ とい う最 も単純 な図案 も完全 な ものではないか と考 える。彼は
ついにSallyに結 婚の申 し込み をす る。
OfHumanBondageは,高く理 想の世界 を望みなが ら,愚 かな誤 りを続
け,苦 しみぬいた あげ くに,ど ん底か らはい上 る人間の物語 である。 モーム
作品の特徴 は,読 んで面白い とい うことであ るが,こ の小説 は とことん まで
シ リアスな 話 しの 連続 である。 人間を が ん じが らみに 取巻 く絆が,い かに
断ち切 り雑 いかを とことん リアルな タ ッチで 述べ て 行 く。 例 えば,読 者 は
PhilipとMildredとの関係に おい て,こ の絆 の強 さを示 され る。 彼 の体験
　の
した解放の最 も大きなものは,次 の三つである。一は信仰か らの解放,二 は
芸術か らの解放,三 は恋愛か らの解放である。か く成長 して行 く主人公の心
は,や は り一・般の場合と等 しく,次の ような段階をたどって行 くことがわか
る。一は親や教師か ら押 しつけ られた権威的な宗教や道徳に反抗 して,目 ざ
めた 自由を主張する時代,二 は理想と情熱が現実と衝突する時代,三 は現実
との調和に入ってい く時代である。
くの
後 藤 武 士 氏 はordealと い う表 現 で この 間 の 関 係 を 分 析 して い る。 まず 叔
父 と の 対 決 と い うordealをあ げ る 。 そ れ は 叔 父 に よ っ て 代 表 さ れ る キ リス
ト教 の 信 仰,ひ い て は 既 成 道 徳 と の 対 決 と い う こ とで あ る 。 自分 の 足 の 不 具
を 神 に 祈 りな お して も らお う とす る が 叶 え られ ず,そ れ に よ っ て 信 仰 が うす
(6)池田義一郎:「 人間 の絆」(モー ム研 究,サ マセ ッ ト・モー ム全集31,新潮 掩).
(7)英潮社 ペ ソギ ン ・ブ ックス()fHumanBondage解説.
OfHumanBondage試 論(脇 田) (15)
らいで行 く。英国国教会が絶対で ない ことを ドイツ生活において さと り,次
第 に信仰か ら離れ て行 くのである。
次には女性 のordealである。 主人公が は じめて性 の 経験を持 ったMiss
Wilkinsonか.ら,MissPrice,Mildred,Mrs.Nesbitを経 て,結 婚 の相手 と
して選ぶMissSaUyに至 る女性遍歴で ある。MissWilkinsonは派手 な女性
であ るが,20才も年上で,根 は古 い型の女性であ り,Mildredは文字通 りの
娼 婦で,Philipはこの女 の魔 力にふ り回 され る。Mrs.Nesbitは若 いが母性
型 であ る。 最後のSallyは,ホ ップ畑 を 背景 とい う牧歌的 な雰 囲気 の 中に
あ って,Philipの求婚 を うけ る,健 康 な,素 朴な女性である。類型を異にす
る女性 が次 々と登場 するが,圧 巻はMildredとの交渉を扱 った部分で55章
か ら終 りの章近 くまで,主 人公に まつわ りついて離れ ない。主 人公 は,特 に
肉体的にひかれるわけで もな く,又 傲慢 で,そ の性格に何一つ 取得 のない卑
しい女 と十分知 りなが ら,不 思議 な力にひかれ,ど う沼の関係か ら脱却で き
ない。 このMildredの描写に,恐 ろ しい程 リアルな迫 力を感 じさせ られ る。
結 局主人公は理性の力で このordealを克服す る。
次は生活の問題 即ち金のordealである。 主人公は親 の遺産で何 とか学資
'をまか な ってい るが,Mildredとの関係 を持つにいた り浪 費の已むな きに至
り,株 式投資な ど し,無 一 文の貧乏暮 しに おちい る。伯 父が死亡すれば,遣
産が入 って くる ことか らそ の死を待望す る よ うな心境に までおちい る。 「金
とい うものは,第 六感の ような もので,これが なければ,他 の五感の楽 しみを
くの
充 分 に 尽 す こ とが で き ぬ も の で あ る こ と を,す で に わ た しは 発 見 しで い た 」
と い う言 葉 は,モ ー ム 自身 の 体 験 か ら生 れ た もの で あ る こ とが 容 易 に 想 豫 さ
れ る 。
筆 者 は 稿 を あ らた め て,モ ー ムがTheSummingUPの 終 りの 三 章 に お い
て 述 べ て い る 三 つ の 価 値 一Truth,BeautyandGoodness一を 中 心 にRobert
LorinCalderの近 作 に あ らわ さ れ て い る 見 解 を さ ぐ りな が ら,こ の 作 品 の
分 析 を 試 み て 行 く こ とに す る。
(8)The∫ummingUp,Chap.32,p。112.
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